
 第６次椎葉村⻑期総合計画の策定に向けた 

 中学⽣アンケート 結果報告書 
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 椎 葉 村 



 【アンケートの⽬的】 
 今後の村づくりの⽅向性を住⺠みんなで考える『第６次椎葉村⻑期総合計画』の策定にあたり、基礎 
 調査として椎葉中学校の⽣徒のみなさまの意⾒をいただくため、このアンケートを実施しました。 

 【アンケート実施概要】 
 ●回答期間 
 2021年6⽉〜7⽉ 

 ●調査⽅法 
 インターネット上のアンケートフォームを使⽤し、学校のタブレット端末で回答していただきまし 
 た。 

 ●対象 
 椎葉中学校の全校⽣徒 51名 

 ●対象者数と有効回答率 

 対象者数  回答数  回答率（％） 

 51  50  98.0 

 ●学年あたりの回答数 

 学年  回答数 

 1学年  15 

 2学年  19 

 3学年  16 

 回収したアンケートのうち、未回答の設問が多いものについては無効回答としました。 

 【アンケートの読み⽅】 
 ●図中の「ｎ」は、設問ごとの対象者数を⽰しています。 

 ●複数回答可の設問については、割合の合計が100％を超える場合があります。 

 ●2010年に実施した中学⽣向けアンケートと⽐較可能な設問に関しては、両⽅の結果を掲載しまし 
 た。 
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 問１ あなたのお住まいの（実家がある）地区はどこですか。 

 2010年の調査から⽐較して特に顕著な変化がみられるのは、尾向地区に実家がある⽣徒の割合が 
 17.6％から30.0％へと⼤きく増加している点です。割合が減少する地区もあり、また全体の⽣徒数が 
 減少するなかでも、尾向地区においては児童の数を⼀定数保っていることが伺えます。 
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 問2 将来、なりたい職業はありますか。 

 中学校の⽣徒のうち、およそ４⼈のうち３⼈は将来の職業について具体的なイメージを持っているこ 
 とが分かりました。 

 問３ 問２で「なりたい職業がある」と答えた⽅にお聞きします。具体的に、どんな職業になりたい 
 ですか。（最⼤３つ） 

 複数の⽣徒があげた職業については、職業名の後ろにその数を記しています。最も多くの⽣徒が挙げ 
 た職業は保育⼠で、１０名の⽣徒が希望していることが分かりました。 

 （順不同） 

 ●  機械などのプログラミング 
 ●  ゲームクリエイター 
 ●  デザイナー ２ 
 ●  ⼯業系 
 ●  ⼟⽊ ２ 
 ●  ⼤⼯ 
 ●  建築⼠ ３ 
 ●  漫画家 
 ●  美容師 
 ●  イラストレーター 
 ●  YouTuber 
 ●  システムエンジニア 
 ●  通訳者 
 ●  公務員 
 ●  世界の諸問題解決 
 ●  ⼈を助ける仕事 ３ 
 ●  地域に役⽴てる仕事 

 ●  医者 
 ●  国境なき医師団 
 ●  医療関連 
 ●  救急救命⼠ 
 ●  介護福祉⼠ ４ 
 ●  薬剤師 ３ 
 ●  看護師 ５ 
 ●  保育⼠ １０ 
 ●  教師 
 ●  ⼩学校の先⽣ 
 ●  プロ野球選⼿ 
 ●  バレーボーラー 
 ●  動物関係 
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 問４ あなたは将来に対して、どのような楽しみや期待がありますか。（複数回答可） 

 最も多かったのは「やりたい仕事をすること」、その次に多かったのは「仕事などを通じて、誰かの 
 役に⽴つこと」でした。 
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 問５ あなたは将来に対して、どのようなことに不安を感じていますか。（複数回答可） 

 将来への不安については2010年と⽐較して全体的に増加傾向にあり、特に顕著だったのは「⼈付き 
 合い」で、5.9%から56.0%へと増加していました。 

 6 



 問６ これまでの質問をふまえて、中学卒業までに学びたい、体験したいことがあれば教えてくださ 
 い。（最⼤３つ） 

 「ものづくり」や「デザイン」など、具体的な職業や技術をより深めるための項⽬と、「⼈⽣論を聞 
 く」「⼈との向き合い⽅」などの基礎的な教養に関する項⽬がそれぞれ出てきました。 

 ●  ものづくり ２ 
 ●  デザイン 
 ●  建築関係の仕事の体験 
 ●  ⼟⽊や⼯業関係の仕事 
 ●  ⼼理学 
 ●  情報技術の基礎 
 ●  システムエンジニアの具体的な仕事内 

 容がわかること 
 ●  プログラム 
 ●  薬剤師に必要な資格 
 ●  機械の構造 
 ●  ⼈との親切な接し⽅、コミュニケー 

 ション能⼒ ３ 
 ●  先⽣になるためにやらなければいけな 

 いこと 

 ●  ⾃然について 
 ●  椎葉の今の状況 
 ●  椎葉の林業や農業 
 ●  ⼈⽣論を聞く 
 ●  ⼈との向き合い⽅ 
 ●  ⾼校での⽣活の仕⽅ 
 ●  進学について 
 ●  将来就きたい仕事を調べること 
 ●  職場体験（３年でもう⼀度） ４ 
 ●  拉致問題のことについて調べる 
 ●  ⾃分にあった職業を⾒つけて学びたい 
 ●  これからの将来で必要なこと 
 ●  リモートワーク 
 ●  野球 ３ 

 問７ あなたは、椎葉村での暮らしに充実感を感じていますか。 

 回答していただいた⽣徒のなかで充実感を感じていない⽣徒はおらず、充実感を感じている⽣徒が８ 
 割以上だということが分かりました。 
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 問８ 椎葉村について⾃慢できるものは何だと思いますか。（複数回答可） 

 最も割合が⾼かったのは「⼭々などの美しい⾃然環境」でした。また、2010年の調査に⽐べて全体 
 的に割合が増加していることから、椎葉村のことを肯定的に捉えている⽣徒の割合が増えたことが推 
 察されます。 
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 問９ あなたのお住まいの（実家がある）地区にはどんな魅⼒がありますか︖また、その魅⼒が活か 
 されるにはどうすればいいと思いますか︖ 

 上椎葉地区 

 ●  ⼈がいいところ 
 ●  ダムがあること 
 ●  Aコープが近い 
 ●  近所の⼈との関わり（交流） ふれあい 
 ●  仲がいいところ 
 ●  伝統や⽂化を⼤切にしているところ 
 ●  ⼈が優しい   
 ●  鶴富屋敷 
 ●  平家まつり 

 →⾊々な⾏事で⼈を呼び込んで魅⼒を知ってもらう 
 ●  ⾃然がいっぱいあること 
 ●  最も歴史がある 

 →⼈から⼈に歴史をつなぐこと 
 ●  景⾊がきれい 

 ⿅野遊地区 

 ●  神楽 
 ●  誘ったらすぐに来てくれる（飲み⽅など） 

 →⼈付き合いを多くする 
 ●  近所の⼈が優しい 

 仲塔地区 

 ●  皆優しい 
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 尾向地区 

 ●  景⾊がきれい 
 →写真を撮って使う 

 ●  ⼈のつながり 
 ●  助け合いがたくさんできる 

 →交流学習をもっと取り⼊れる 
 ●  ⼈がみんなにぎやか 
 ●  春夏秋冬、季節ごとの⼭の景⾊ 
 ●  川がきれい ⿂がいっぱいいる 
 ●  地区のみんなが家族のような存在 
 ●  神楽、⼈の温かさ、⾃然豊か 

 →PR動画などの作成 
 ●  地域の⼈がみんな優しくて明るい 

 →観光に来た⼈に地域の⼈と触れ合ってもらう 
 ●  地域の⽅々が優しい明るい 
 ●  尾向にはたくさんの⾃然があり、⼈も優しいのでそこを⽣かして地域全体で椎葉村の良さ 

 を発信し観光客や居住者を増やしていけばいいと思います 
 ●  焼畑 

 →村外の⼈でも気軽に体験できるようにする 
 ●  近所同⼠の助け合い 
 ●  ⽩⽔の滝 

 不⼟野地区 

 ●  地域の⼈のやさしさ 
 ●  神楽がある 
 ●  優しい地域の⽅々がたくさんいらっしゃいます。空気も綺麗です。 

 ⼤河内地区 

 ●  美しい⼭景⾊と綺麗な星空 
 ●  ⼈との関わり、⾃然 

 ⼩崎地区 

 ●  神楽、川 
 →もっといろいろなイベントを⾏う 

 ●  みんなが助け合っている 

 松尾地区 

 ●  景⾊が綺麗 
 ●  ⼈が優しい 
 ●  仙⼈の棚⽥ 
 ●  みんなが仲良く暮らせること 
 ●  ⼤イチョウやそれを⾒ることができる展望台、美しい棚⽥ 
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 問１０ 今後も、椎葉村に住みたいと思いますか。 

 中学⽣の時点では54.0％がいずれは椎葉村で暮らしたいと考えており、2010年の41.2％よりも10％ 
 以上割合が増加していることが分かりました。 
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 問１１ 問１０で「⼀度は村外に転出すると思うが、いずれは椎葉村で暮らしたい」と回答した⽅の 
 みお答えください。将来も椎葉村で暮らしたいと思う理由は何ですか。（複数回答可） 

 椎葉村で暮らしたいと思う理由として最も多かったのは、「親、親族がいるから」「地域や⼈に愛着 
 があるから」の２つでした。また、2010年の調査と⽐較すると、「居住環境がよいから」が21.4％ 
 から40.7％へと⼤きく上昇していました。 
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 問１２ 問１０で「村外に転出したあと、椎葉村では暮らさないと思う」と回答した⽅のみお答えく 
 ださい。将来、村外で暮らさないと思う理由は何ですか。（複数回答可） 

 村外で暮らさない理由として最も⼤きかったのは「希望する仕事がないから」でした。また、2010 
 年の調査と⽐較すると、「居住環境が悪いから」という意⾒がなくなり、「実家を離れたいから」と 
 いう意⾒が新たに出てきました。 
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 問１３ あなたは、椎葉村を「⾃分の村」として愛着を感じていますか。 

 「愛着を感じる」と回答した中学⽣は82.0％であり、2010年の94.1％から減少しました。 
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